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日 時：2026年3月6日（金）15:15~16:45
※終了後に名刺交換会を開催

場 所：龍谷大学深草キャンパス

対 象：S認証企業、その他企業・団体、一般

開講形態：対面・オンライン

S認証企業×大学教授の講座を全5回予定。
第4回は株式会社毛戸製作所の毛戸社長をお
招きし、龍谷大学政策学部の的場教授とSI事
業の成功要因や他業種への応用可能性などを
解説いたします。

「"いいこと”で
“いい会社”になる」講座
― ソーシャル・イノベーション実践企
業に学ぶー

【第4回】日付・場所

E-mail：rec-k@ad.ryukoku.ac.jp
問い合わせ先：REC事務部（京都）

毛戸 健嗣
（株式会社毛戸製作所、株式会社
KeDDii ALPHA 代表取締役）

「板金業界における環境負荷低減と持続
可能なものづくり」を経営の核に据え、
ファイバーレーザー加工機の導入による
CO2削減や、独自の「設備シェア」を通じ

た業界全体の課題解決を追求。工場板金
特級技能士、ものづくりマイスター+DX、
Factory Scientistなどの高度な知見を活かし、
製造業のDX推進にも注力している。

的場 信敬
（龍谷大学政策学部 教授）

地域ガバナンス論および持続可能性論の視点
から、欧州との比較を通じた脱炭素社会の実
現や持続可能な地域社会の形成について研究。
バーミンガム大学で博士号（都市地域研究）
を取得し、現在は再生可能エネルギー導入を
包括的な地域運営に活用するための社会基盤
や人材育成システムに注目している。龍谷

大学政策学研究科長。

申込はこちら→→→



〈第4回〉講座概要

<ご参加について（全5回のうち第4回）>
・日程：2026年3月6日(金）

※第5回については、決まり次第お知らせいたします。
※いずれか1日のみ参加いただくことも可能です。

・時間：15:15～16:45（1.5h）※終了後名刺交換会を開催
・場所：龍谷大学深草キャンパス（申込者に詳細をご案内します）
     ※お車でお越しの場合は、近隣のコインパーキングに駐車ください

（駐車料金はご負担ください）。
・対象：主に京都市内で事業を行う企業・団体、京都市内在住の社会人
                  ※市外の方もご参加いただけます。
・申込：各回開催の前日までに、表面の申し込みフォームまでお申し込み

ください。
・共催：龍谷大学大学院政策学研究科、龍谷エクステンションセンター
・問い合わせ先：rec-k@ad.ryukoku.ac.jp

＜場所：龍谷大学深草キャンパス＞

■S認証制度とは

ソーシャル企業認証制度（通称「S認証」）は、京都信用金庫、京都北都信用金庫、湖東信用金庫、但馬信用

金庫、玉島信用金庫、枚方信用金庫、龍谷大学ユヌスソーシャルビジネスリサーチセンターの間で締結され

た協定のもと、社会課題の解決やESG経営を目指す企業に対し、経営方針や事業内容、社会的インパクトな

どを基準に、評価・認証を行う制度です。企業活動の社会的インパクトをみえる化し、社会課題に取り組む

地域企業の成長を支えることで、地域社会におけるソーシャルマインドの醸成及び持続可能な地域社会の実

現を目指しております。また、認証制度を軸とした企業・消費者のエコシステムを構築し、地域経済の持続

的成長に繋げております。

■対面・オンライン参加について
本講座は、対面方式とオンライン方式を併用したハイブリッド形式にて実施いたします。

当日は質疑応答の時間を設けますが、対面参加者のご質問を優先して受け付ける予定です。
また、講座終了後には、対面参加者を対象に名刺交換の機会を設ける予定としております。
講師や参加者との交流を通じて理解を一層深めていただくため、可能な限り対面でのご参加
を推奨いたします。

本講座では、社会的価値と経済的価値を両立する「ソーシャル・イノベーション（SI）」
の実践から、社会課題解決へのヒントを探ります。
まず、「S認証」を取得した株式会社毛戸製作所の毛戸社長による、取組内容や想い、工

夫と成果の紹介があり、続いて、龍谷大学政策学部の的場教授と対談形式で、ソーシャル
ビジネスの視点から成功要因や他企業への展開可能性を解説します。
理論と実践の両面からSIの本質に迫るとともに、最後には参加者と登壇者が直接対話し、

事業運営や社会課題解決の新たな発想・連携の糸口を探ります。

毛戸 健嗣
（株式会社毛戸製作所 株式会社KeDDii ALPHA 代表取締役）
「板金業界における環境負荷低減と持続可能なものづくり」を経営の核に
据え、ファイバーレーザー加工機の導入によるCO2削減や、独自の「設備

シェア」を通じた業界全体の課題解決を追求。工場板金特級技能士、もの
づくりマイスター+DX、Factory Scientistなどの高度な知見を活かし、製造業
のDX推進にも注力している。

的場 信敬
（龍谷大学政策学部 教授）
地域ガバナンス論および持続可能性論の視点から、欧州との比較を通じた脱炭
素社会の実現や持続可能な地域社会の形成について研究。バーミンガム大学で
博士号（都市地域研究）を取得。現在は再生可能エネルギー導入を包括的な地
域運営に活用するための社会基盤や人材育成システムに注目している。龍谷大
学政策学研究科長。


	スライド番号 1
	スライド番号 2

